
これからの道産材の高次加工                

山　本　　　宏

　平成8年2月22日，札幌市において北海道木材林産協同組合連合会，北海道産材ブランド化推進協議会な
どの主催で「林産振興会議」が開催されました。この会議での講演について主催者のご了解を得ましたので

紹介します。

　狙われている日本市場
　今，北海道を始め日本全国で，欧米諸国あるいは東

南アジア等から，従来の丸太に替わって加工材といわ

れるものがどんどん輸入されています。日本市場は絶

好のターゲットになっており，外国の木材業界は日本

の実情を盛んに調べています。

　例えば3年ほどまえに北欧4国からたて続けに3～

4回ほど林産試験場へ，研究者や製材業者などのミッ

ションが来たことがあります。もちろん北欧の針葉樹

を日本に売り込むための市場調査です。その後まもな

く，北欧諸国は北海道内はもちろん日本の各地におい

て度々北欧材の製品の説明会を開き，北欧材の輸入が

盛んになりました。また，カナダにはCPFI（カナ

ダ林産物審議会）という組織があり，日本にもこの支

所があります。COFIが日本に来てから20年以上に

なりますが，2×4工法住宅の普及のために熱心に全

国各地で技術指導などのキャラバンをしてきました。

ところが最近ではCOFIは日本の在来軸組工法住宅

の普及のためにいろいろな運動を推進していく,と言っ

ているということです。その理由として，日本に2×

4工法は十分定着し着実に伸びている，これからは日

本で根強い人気のある在来軸組工法にカナダ産の製材

をどんどん使用させるために，日本国内で在来軸組工

法の普及に力を入れていくという戦略があるようです｡

　また，2×4の建築協会が札幌市で年に何回か開い

ている総会あるいは研修会に，必ずアメリカの領事な

いし副領事が顔を出しています。

　このように各国とも日本市場にターゲットを絞り，

日本のお客を相手にした戦略というものを，いわば官

民あげて取り組んでいるという姿勢が強く感じられ

ます。

　輸入品に対抗するためには，さらなる工夫を
　しかも，アメリカ，カナダ，北欧から入ってくる材

は，今私たちが扱っている北海道産の人工林中小径材

に比べると，まことに残念ながらほとんど質的に上の

ものが多いというのが現状です。また，価格的にも円

高の影響もありますが，かなり安いと言えます。

　皆さんご存じのとおり，これらの国々から入ってく

る品物の多くは乾燥や
かんな

鉋がけなどの手が加えられてい

ます。さらには集成材という形で入ってきています。

集成材などは1m3当たり10万円以下というようなこと

を聞かされます。このように海外から入ってくる製材

品や加工製品については，高次加工製品というものが

ほとんどです。

　我々としては，このような製品になんとかして対抗

していかなければならないわけです。しかし，残念な

がら我々の周囲の状況を見ますと，研究開発や商品生

産の現状から見てもまだまだ十分な品ぞろえができて

いないと考えられます。

　5年くらい前まではアメリカ，カナダから入ってく

る製品で特に二次加工製品というものは，日本では使

いにくいものがたくさんありました。サイズにしても

使い方にしても，日本の実情を踏まえていないものが

多かったように思います。例えばアメリカの自動車は

以前は左ハンドル車しかなく，日本の交通事情や法規

等に関係なく売り込んできていました。しかし，今で

はこれらの状況を考慮して，右ハンドル車がどんどん

入ってきているのはご承知のとおりです。これと同じ

ように木材製品についても，マーケットリサーチした
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結果をもとに，かなり日本の実情に合せたものが入っ

てきています。ですから，我々としてはこのような状

況の中で，なんとか道産材を使って輸入製品に対抗し

ていくためには,輸入製品を上回る高次加工製品とか,

あるいは地元の利を生かしたきめの細かい製品が必要

ではないかと思います。この点について，読者の皆さ

ん方はいかがお考えでしょうか。

　日本に追いつき追い越せのアセアン諸国

　最近，マレーシア，インドネシアの状況を視察する

機会がありました。駆け足でしたがその間製材工場を

はじめ合板，集成材，ボード工場を見てきました。現

在，半島マレーシアには約700の製材工場があるそう

です。このうち，併設されているもの，独立している

ものもあるとは思いますが,120の人工乾燥施設を持っ

ているということです。インドネシアではパーティク

ルボード工場，MDF（中質繊維板）工場が非常に増

えています。例えばインドネシアでは，昨年の12月段

階で前者が16か所，後者が7か所あると聞きました。

マレーシアはもっと多いということです。これらの国

の合板工場などは，例えば日本の昭和40年代の後半か

ら50年代の始め，全盛期の大阪や名古屋の臨海工業地

帯の合板工場と同じようなイメージの工場でした。非

常に活気があり，大型の機械はほとんど日本製の最新

鋭のものばかりでした。このような状況を見ますと，

日本が業界や試験研究機関を含めて,戦後,一生懸命，

技術開発，商品開発，そして装置を開発し，さらに業

界の努力でマーケットも開拓してきましたが，これら

の東南アジアの国ではその我々の成果をたかだか5年

から10年くらいでトレースして自らのモノとし，今や

日本と同じような製品を作り，販売のターゲットを日

本に絞っているように見受けられました。

　資源状況は厳しくなっているとはいうものの，丸太

輸出禁止などの措置により，日本よりはるかに安く量

的にも安定しているように思われました。

　また，日本からみれば考えられないような低賃金を

背景とした低コスト製品が製造されています。木材関

係の工場で，比較的上位に位置する企業でも工員さん

の月給はせいぜい2万円くらいだと聞きました。ジャ

カルタの周辺でこのくらいですから，地方ではもっと

低賃金だと思います。マレーシアのガソリンは，1 L

当たり60～70円くらいだったと思います。その他の製

品コストについてもおおむね同様でした。このような

条件下で日本と対抗していく，日本がこれまで作って

きたものを一生懸命作って日本に売り込もうとしてい

ます。ただ，現状の製品の質などを見ますと，まだ，

日本のものには及ばないと思います。しかし，日本の

一般品のレベルに達するのはそんなに遠い先の話しで

はないという気がします。

　さらに私が脅威に感じたのは自国の発展にかける意

気込みの高さです。特にマレーシアなどは年8％を超

える高度経済成長をしていることもあり，若い人たち

の意気込みが高いという感じがします。特に技術の習

得に関しては非常に熱心です。自分たちが技術を習得

して頑張ることにより，国の繁栄を担っているんだと

いう意気込みがありありと感じられました。これは残

念ながら現在の日本の若い人たちと比べると大きな差

があると思います。40年代の後半から50年代にかけて

日本が高度に経済発展していた当時の日本の工場では,

生産意識高揚のためのいろいろなスローガンが掲げら

れていたのをよく見かけました。それが今のマレーシ

アの工場に掲げられており，彼等の意気込みを見せつ

けられた思いでした。マレーシアのクアラルンプール

の近くにFRIMという国立の林業試験場があります｡

たまたま，私どもの林産試験場の職員をJICA（国

際協力事業団）の指導員として2年間ほど派遣してい

ることもあり，訪問して詳しく見学することができま

した。そこで感心したのは，日本の木材研究者に見受

けられるような，アカデミックな隠れ
みの

蓑に逃げ込んだ

研究態度ではなく，自国の木材を使った新しい製品を

開発するんだという実用に則した意気込みが非常に強

く感じられたことです。

　このように我々日本の木材業界を取り巻く状況は，

ここしばらくは決して明るいとはいえず，資源，労働

賃金，エネルギーコストなどの点で多重苦の状態に置

かれるといっても過言ではないでしょう。

　高次加工とは？

　このような状況の中で我々がやるべきことはたくさ

んあるでしょうが，例えば，他の国では当分の間，ま

ねができそうもない新しい高次加工製品を開発してい

くということもその一つだと思います。

　大変厳しい状況ですが，北海道の木材産業が立ち向

かっていかなければならないところだと思います。

　皆さんはよく高次加工という言葉を口にします。実

際のところ高次加工とは何をさすのだろうか。このよ
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図　これからの高次加工製品のイメージ

うな問いかけに対して，木材業界の方々からの答えは

やや
あいまい

曖昧なものが多いようです。以前は角材を乾燥し

ただけでも高次加工といわれていた時もありました。

しかし今や乾燥材はいたるところにあります。別に高

次加工でもなんでもなくなりました。それから集成化

したり鉋がけした製材を売り出すことも，一時期は高

次加工の
はんちゅう

範疇に入っていました。しかし，今ではその

ような製品はどんどん輸入されています。

　そうすると，これからの高次加工というのは，どん

なことを考えなければならないのかということになり

ます。

　私なりに考える「高次加工製品」のイメージを図に

示しました（図）。図の左側の四角の中には乾燥，鉋

がけ，集成化，縦継ぎ，防腐・防火薬剤の注入等の処

理手法があります。これらは，日本でもどちらかとい

えば，これまで高次加工と考えられ，我々もこの技術

開発に取り組んできました。しかし，今では技術が進

歩し，これらのほとんどは機械に置き換えることがで

きる技術と言えます。つまり，装置を買えば技術の大

半を手中にすることができるわけです。今ではアセア

ン諸国を含むほとんどの木材生産国が，比較的容易に

手掛けられる加工技術になりました。したがって，こ

れからの高次加工とは，図の左側の四角の中に例示し

たような技術と右側の四角の中に例示したような技術

を組み合わせたものであろうと私は考えています。

　例えば意匠設計をして使用目的にフィットするデザ

インの部材を製作する，あるいは強度設計して普通の

製材では耐えられないような大きな荷重を受ける部材

や，軽くて強い部材を製作する，あるいは木材が本来

持っている性質の中で使用上都合の悪い性質だけを化

学処理により改質し腐らない，燃えない，狂わない木

材製品を作る，さらには金属等の材料と木材との複合

化を図るというようなことも考えられます。作業性を

良くするためにプレハブ化するということも，新しい

高次加工のイメージではないかと思います。

　現在では，北海道の企業の方々が抱く高次加工のイ

メージとしては，図の左側の四角の中に示した部分は

増えてきましたが，残念ながら右側の部分がまだまだ

少ないように思います。このような高次加工をするこ

とにより木材が本来持っている良い性質を上回る性能

を有する部品あるいは製品づくりを目指すことが，こ

れからの高次加工の進む方向ではないかと思います。

　例えば林産試験場で開発し，企業に技術移転して成

功した例として,木製サッシがあります｡この木製サッ

シの場合などは，まさしくこの高次加工の例でありま

す｡いかに木材が断熱性に優れた素材であるとしても,

左側の四角の中に示した従来型の高次加工技術の枠内

で乾燥したり，接着したりあるいは防腐加工の技術を

駆使して窓枠を作っても，寒い冬の北海道で十分な性

能を持つ窓枠はできません。どのような材料を用い，

どのような断面形状にすれば気密性が向上するのか，

どのようなパッキンを使用したらよいのか，雨水はど

のように流れるのか，どのような市販金具が使えるの

か，熱還流率はいくらになるかなど，従来の木材加工

技術から離れた分野でいろいろと研究した結果，あの

サッシができあがったわけです。

　このようにこれからの高次加工というものは，いか

に右側の四角の中に例示したような技術を取り込んで

いくかということに尽きると思います。

　これは言葉を換えていえば原材料から製品への転換

ということではないでしょうか。

　例えば，製材，あるいは合板は，JAS（日本農林

規格）でいろいろと規定されています。しかし，これ

が木製サッシになったり,あるいはドアになりますと,

JIS(日本工業規格)で規定されることになります。

決して，JASのレベルを云々するつもりはありませ

んが,私が考えているこれからの高次加工というのは,

JASからJISへの踏み込みではないかと思います｡

これまで我々木材に携わる者はＪＡＳの範疇で動いて

いたように思われます。しかし，これからは一歩踏み

出してユーザーすなわち木材を使ってくれる側に，ど

のくらい踏み込んでいくかということが重要になり，

そのような製品を作り出すことがこれからの高次加工

の一つのポイントであると思います。

　高次加工のヒントは身近に求める

　しからば，一体何を作ればよいのかということにな
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ろうかと思います。木材使用の歴史は人類の歴史と共

にあり，しかも世界各国で生産され，使用されてきた

という非常に幅の広い材料ですから，全く新しくしか

も全国的に売れる商品というのはなかなか考えつきま

せん。

　いきなり全国的に売れる商品だとか，あるいは全世

界に売れる商品を狙ったところで，なかなか難しいこ

とだと思います。とくに大工技術者の世界は新しい製

品や技術に対しては保守的でなかなか定着せず，大手

ハウスメーカーなどがクローズドシステムの中で使い

こなしてから，ようやく一般の工務店などで使い始め

る場合が多いのはご承知のとおりです。

　ですから，高次加工のヒントというものは，最初は

皆さん方が毎日やっておられる取り引きの中から探す

のが早道だと思います。まず，ローカルなマーケット

の中から探し，小さなクローズドシステムの中で育て

ていくというのがポイントだと思います。

　また高次加工のヒントは，木材を取り巻く環境の変

化の中にあると思います。我々は変化の激しさに右往

左往させられているのが実状ですが，例えば阪神・淡

路大震災以後，木造住宅の耐震性ということが要求さ

れ始めてきました。この災害以前は，建物の強度につ

いては専門家以外の人は問題にしなかったのですが，

今はだれでも口を開けば耐震性の話が出てきます。ま

た，今までハウスメーカーもデザインだ,住み心地だ,

断熱性だということに宣伝の重点を置いていたのです

が，このごろは丈夫で耐震性の高い家だということを

第一のキャッチフレーズにするようになりました。そ

のために補強金物を使うなど，いろいろな工夫をして

いることを，商品売り込みのポイントにしています。

そういう時に，我々のような木材を取り扱う側が単に

製材，せいぜいよくて集成材をそのまま提供し，後は

使う側に任せるというだけでなく，耐震性向上に効果

のある部材や補強金物を取り付けやすくした高次加工

部材を開発して提供することなどは考えられないでし

ょうか。

　某メーカーの方に伺った話しですが，阪神・淡路大

震災により多くの家が崩壊しましたが，以後，新築時

には2×4工法とプレハブ工法が，在来工法では木造

三階建てが非常に人気が高いということです。木造三

階建ては最近の工法で，建て方が非常に厳密で，強度

計算もしっかりしています。そのため壊れない，倒れ

なかったのは当然なわけですが，あの大震災にも壊れ

なかった,木造三階建ては耐震性が高いという評価が,

最近一般の方々にも浸透し需要が増えているというこ

とです。しかし，木造三階建てを考えた場合，現在流

通している製材，例えば一般的に使用している10.5cm

角で十分な強度を保証できるのかといえばかなり難し

い点があり，この辺りにも高次加工のヒントがあるの

ではと考えています。

　また，北海道では長い間，高気密・高断熱という課

題に取り組んできました。そして全国に先駆けて高気

密・高断熱住宅の建築技術を完成させました。これは

間違いなく今後も進歩していきます。しかし，実際に

高気密・高断熱施工の現場を見ますと，大工さんは大

変苦労して高気密化を図っています。これもいろいろ

な工夫がなされているようですが，木材業界側から気

密あるいは断熱のしやすい部材を開発して提供した，

というような話は聞いたことがありません。

　あるいは，木造住宅の工法の多様化ということで，

新在来工法や2×4工法に始まりいろいろな工法が提

案されていますが，これに対して材料を提供する木材

側として，その工法に適した部材を開発するなどもう

ひと工夫あってしかるべきと思います。

　変革の時はチャンスがいっぱい
　さらには最近，建築関連法規の見直しや規制緩和な

どが行なわれています。今まで火に弱いと言われてい

た木材が，大断面になれば火に対して強いんだという

ように法規上も変わってきました。例えば，大断面集

成材はボルト等の金属製接合金物が露出していますと,

火災が発生した場合に鉄は火に弱いので表面を厚い木

材で被覆せよ，というように法規が変わっています。

以前は木は燃えるものだからすべてダメだというよう

に言われていました。今は大断面材であれば，大丈夫

なのだというのが常識になっています。このように，

外圧の影響もありますが，建築法規が大きく変わって

きています。

　これまで木で作りたかったが法規上不可能でやむな

く他の材料に変えられたなどという経験はありません

か｡その中に新しい高次加工のヒントがあるはずです｡

　現に木製の防火ドアなども開発されています。

　もう一つ是非考えていきたいのは，建築業界側の変

化です。大手メーカーは別として，地方では今だに，

工務店あるいは親方一人に大工さんが2，3人で請け

負っている例が多いと思います。こういうところの大
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工さんの技能のレベルが,かなり変わってきています｡

　もちろん，新規参入者が非常に少ないということも

あります。造作などの技術を要する木工事ができる大

工さんが少なくなっています。それから，ご存じのよ

うに，昔の大工さんは鋸を持ち,のみを持ち,鉋を持っ

ていたと相場が決まっていましたが，今の大工さんは

このような道具を持っている人は少なくなりました。

電動鉋盤・丸鋸あるいはカッターでことが足り，現場

で細かい木工作をすることも少ないような時代になっ

てきています。これに対して，私たち木材側は相も変

わらず昔と同じ部材・製品を出しているのではないで

しょうか｡このような技術の変わり目はチャンスです｡

この中に高次加工のヒントがあるのでは，という気が

してなりません。

　福祉あるいは高齢化社会とかいうことが盛んに言わ

れています。高齢者住宅あるいは福祉型住宅では，木

材は最適の材料として大きな需要が見込まれますが，

ここにも高次加工のヒントはたくさんあるはずです。

例えば廊下の幅は車椅子で回転する動作のために最低

でも1mは必要です，という時代に適切な木質材料が

はたしてあるのでしょうか。従来の木質材料の寸法モ

ジュールは3×6（尺）を基本としていますが，この

ような要望にも十分こたえていけるのでしょうか。

　このような身の回りの小さな，あるいはローカルな

エリアの中から，高次加工のヒントを見つけて，ロー

カルなマーケットから全国的なマーケットへの展開が

これからの高次加工の進め方の一つだと思います。

　また，建築部材に関して，今，規制緩和とよく言わ

れますが，まだかなりの部分で法規による認定が必要

なものがあります。高次加工製品を開発した場合，こ

の認定が必要な場合もあるでしょう。この認定の手続

きは結構面倒で，それがネックとなり新製品の開発が

進まなかったという声もありますが，認定を取ったと

いうことになれば，他の商品との差別化がより明確に

なります。実際に建築基準法に基づく特認製品がたく

さんあります。これは見方によれば，自社の独自性を

アピールする絶好のチャンスだということになります｡

　人工林材は構造用材として十分使える

　次に道産針葉樹人工林材の高次加工について話を進

めたいと思います。道産針葉樹の中で，特に人工林の

小径間伐材などの若齢木は，強度が弱くて使えないの

ではないか，強度が低いからといって売れないなどと

表　木村の繊維方向の許容応力度

いう意見が木材業界の方々から聞かされることがあり

ます。これについて，少し木材業界の側にも誤解があ

るのではないかと思います。

　製材の強度試験をしてみると確かに人工林の小径間

伐材などの若齢木からの製材は，高齢・大径材からの

製材に比べれば強度は低いことは間違いありません。

　しかし，ここで十分認識しておいていただきたいの

は，住宅建築に使われる木材の強度については，許容

応力度の値で判断されているということです。これは

建築基準法の中で，樹種ごとに定められた許容応力度

以上に荷重のかかるような状況では，使用してはいけ

ないという基準です。別の言い方をすれば，その根拠

などの細かいことは省略しますが，実際に強度試験を

してみてその強度が長期許容応力度の3倍以上あれば,

その木材は構造部材として保証するということです。

例えばエゾマツ・トドマツなどの長期許容応力度は，

曲げ強さで75kgf/cm2と規定されています（表）｡言い

替えれば，この値を3倍した225kgf/cm2以上の強度が

あることを実大材の強度試験によって確かめた材料は

構造材として使ってもよいということです。林産試験

場でトドマツ人工林材の製材の大量の強度試験を行な

った結果では，もっとも不利な条件である心持ち材で

225kgf/cm2以下のものは全体の約5％に過ぎません。

小径材からの心持ち角材は他の木取りに比較して強度

がやや低いが，それでも十分使える強度を持っている

ということを理解していただきたいと思います。木材

業界も構造材は許容応力度で判断することが必要です｡

　もちろん，林業サイドではより品質の高い木材の生

産を目指してもらわなければならないのはいうまでも

ありませんが。

　以上のように人工林材が弱くて使えないということ

ではありませんが，木目もきれいでなおかつ強度が十

分に高い天然林材等に比較しますと，美観や信頼感の

違いから，同じ市場の中では人工林材が不利なのは事
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これからの道産材の高次加工

写真　弦材をトドマツ，腹材に合板を用いたⅠ型梁

実です。

　トドマツやカラマツの人工林の若齢木を大量に使う

高次加工製品を考える場合，意識的に構造材料的な利

用を考えてはどうかということを申し上げたいと思い

ます。ひどく乱暴で逆説的な言い方ですが……。既存

の製材と同じサイズではなく，強度設計によりサイズ

を変えて十分な強度を持つような構造部材の中に生か

していくことができるのではないかと思います。

　写真に示すトドマツと合板で作ったⅠ型の梁などが

その例です。現在,林産試験場で開発中のものですが,

2×4工法で用いられる2×12インチの部材（幅38mm

×高さ286mm）に相当する強度を有する材料を小径ト

ドマツを用いてできないか，ということで検討を加え

ているところで，十分な強度値を有することが確認さ

れています。

　新製品開発は産学官の連携で
　これからの高次加工について私なりの考えを述べて

きましたが，実際には業界の皆様が高次加工のヒント

を見つけられたとして，それを製品化するためには技

術的に多くの困難があろうと思います。そこで私たち

のような公設試験研究機関や大学の利用をお勧めしま

す。公設試験研究機関や大学には，前述した図の右側

の四角の中に例示したような技術がたくさん蓄積され

ています。

　やや我田引水的になりますが，北海道内で木材に関

連する研究開発のための条件を考えてみますと他県に

比較して遜色ないと考えています。他県の木材研究機

関の研究者数は多い県でも20名ぐらいですが林産試験

場には90数名おります。その他に木材や木造住宅を研

究している大学は北海道大学をはじめとしていくつも

あります。こういう人達を仲間に引き込んで新しい高

次加工製品を開発していくという意味では，決して北

海道は条件は悪くないと思います。

　しかし，企業から高次加工新製品の研究開発の申し

出があっても，試験場に任せっきりで成果が出るまで

企業は何もしないという例が多く見られます。技術・

製品開発ですから，目標性能とか価格設定とかデザイ

ンなどは企業が自ら取り組まなければ商品としての完

成度が高くなりません。研究開発は試験場や大学に任

せるというのは結構ですが，企業側もできる部分を分

担するという意識が必要だと思います。そして研究成

果の完成度を高めるために企業と研究機関との間で何

回も技術的なキャッチボールをすることが大切で,キャッ

チボールの回数が多いほど商品開発の成功率が高いこ

とを何回も実感しています。

　これからの高次加工，21世紀に向けての高次加工を

皆さんとともに取り組んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　（林産試験場　場長）
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